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【

三

　
加
賀
屋
善
蔵
に

よ

る

『

日

蓮

大
聖
人
御
伝
記
』

の

改
訂
・

出

版
概

観
】

延
宝
九
（

＝
ハ

八

こ

年
刊
行
の

『

日
蓮
大
聖
人
御
伝
記
』

は
、

四

版
の

刊
行
が
確
認
さ
れ

て

い

る

が
（
拙
稿
「

延
宝
九

年
刊
『

日

蓮

大
聖
人

御
伝
記
』

の

成
立
を
め

ぐ
っ

て
」

参
照）

、

そ
の

う
ち
三
・

四

版
は
加

賀

屋
善
蔵
に

よ

っ

て

刊
行
さ

れ
て

い

る
。

『

文

化
九

壬

申
歳

改
正

板
木
総
目

録
株
帳
』

（
『

大
阪
本
屋

仲
間
記
録
』

卜
三

巻
所
収）

に

は
、

「

日

蓮
御

伝

記
十
　
加
善
」

と

あ
り、

文
化
九
（
一

八
一

二
）

年
に

は

す
で

に

加
賀
屋

善
蔵
が

版
権
を

所
持
し

て

い

た
。

文
化
十
三

年
に
は

前
版
に

手
を
入
れ

ず

に

刊
行
し
て

い

る

が
、

天
保
十
四

（
一

八

四

三
）

年
に

は

改

訂
版
を

刊
行

し
た

。

詳
細
は

既
に

報
告
済
み

だ
が、

相
当
数
の

訂
正
と
頭

注
か
ら
は

、

日

蓮

宗
関
係
の

寺
院
や

人
師
と

の

関
わ

り
が

必

須
と

考
え
ら

れ
る

。

こ

こ

か
ら

も
、

相
版
の

書
肆
・

村
上

勘
兵

衛
と
の

密
接
な

関
係
性
が
想

像
さ
れ

る
。

【

四

　
加
賀
屋

善
蔵
に

よ

る

そ
の

他
の

伝
記

書
の

刊
行】

加
賀
屋
善
蔵

は
、

『

日
蓮
大
聖
人
御
伝
記
』

以
外
に
も、

『

高
祖
累
歳
録
」

や

『

高
祖
大

士

真
実
録
』

、

『

日

蓮
聖
人
一

代
図
会
』

な
ど
に

は

相
版
の

書

肆
と
し
て

名

を
連
ね
て

い

る
。

積
極
的
に

日

蓮
聖
人

伝
の

刊
行
・

販
売
に

携
わ
っ

て

い

た

事
実
が

知
ら

れ
る

。

【
五

　
小
結】

本

発
表
に

よ
っ

て、

ま

ず
は

書
肆
・

加
賀
屋

善
蔵
に

よ
る

日
蓮

宗
関
係
書

、

と
り
わ
け
日

蓮
聖
人

伝
の

刊
行
事
情
に

つ

い

て

の

紹
介

が

で

き
た
と
思

う
。

今
後
は、

加
賀
屋

善
蔵
の

総
体
的
な
出

版
活

動
と
そ

の

中
で

の

日
蓮
宗

関
係

書
の

し
め
る
位

置
づ

け、

ま
た
そ

の

他
の

日

蓮

宗

関
係
書
を

手
が

け
た

書
肆
の

動
向

な
ど

に
つ

い

て

も

検
討
し
て

い

き
た

い
。

長
松

旦
扇

に

お

け

る

教
化
活
動
の
一

考
察

　

　
　
本

尊
授
与
者
を
め
ぐ
っ

て

−

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　

武
田
　
悟
一

　

安
政
四

年
一

月
一

二

日
、

京
都
に

お

い

て

「

華
洛
本
門
佛
立
講
」

を

開

講
し
て

い

る

長
松
日

扇
（
清
風）

念

八
一

七

−
九

〇
〉

は
、

本
仏
釈
尊

の

悟
り
の

世
界
で

あ
る

法
華
経

、

そ
れ

を

顕
揚
し
て

い

る

日
蓮
の

教
え
で

あ
る

本
化
別
頭
教
学

、

さ
ら

に

は

八

品
門
流
の

祖

慶
林

房
日

隆
の

教
え
で

あ
る

本
門
八

品
教
学
を
継

承
し
て

い

る

在
家
者
と
し

て

知
ら

れ
て

い

る
。

そ
の

教
え
に

立

脚
し

て

い

る

日

扇
は
、

い

か

な
る

教
化
活
動
を
し
て

い

る

の

で

あ
ろ

う
か

。

　
と
こ

ろ

で
、

旦
扇

の

安

政
四

年
の

開
講
か

ら

明
治
二一
二

年
の

旦
扇

死
去

に

至
る

三

四

年
の

教
化
活

動
に

注
目
し

て

み

る

と
、

信
徒
が

日
常
に

お

け

る

信
行
の

礼
拝
対
象

、

信

仰
の

あ
か

し

と
し

て

の

曼
荼
羅
本
尊
を
、

日
扇

み

ず
か

ら

染
筆
し

信
徒
へ

授
与
し
て

い

る

行
為
が

見
逃
せ

な
い

。

そ
こ

で

曼
荼
羅
本
尊
の

授
与
に

視

点
を

あ
て

て

み

る

と
、

日

扇
は

本
尊
に

佛
立

講

の

講
中
の

名
前

、

あ
る

い

は

日

扇
の

弟
子
の

名
前

、

あ
る

い

は

信
徒
の

名

前
を

明
記
し

て

い

る

こ

と
に

注
目
で

き
る
。

こ

の

授
与
者
を

分
類
し
整
理

す
る

こ

と
に

よ

っ

て
、

日

扇
が

授
与
者
に

対
す
る

信
仰

的
教
導
の
一

側
面

が

明
ら

に

な
る

と

考
え
る

。

以

下、

曼
荼
羅
本
尊
に

記
さ

れ
て

い

る

授
与

者
に

つ

い

て

分
類
整
理
し

、

少
し
く
検
討
し

て

み

た
い

。

　

さ
て
、

日
扇
が

授
与
し
て

い

る

本
尊
は
、

御
牧
日

勤
監
修
『

佛
立

開
導

日

扇
聖
人

御
本
尊
集
』

（

平

成
七

年）

に

よ
っ

て

知
ら
れ、

八

八
一

点
を

収
録
し

て

い

る
。

さ
ら
に

筆
者
の

調
査
に

よ

っ

て

確
認
で

き
て

い

る
一
一

点
を

加
え
る

と

計
八

九
二

点
と

な
る
。

試
み

に

八

九
二

点
を

調
査
の

対
象

と

し
て
、

授
与
者
に

つ

い

て

検
証
し

て

み

る

と

授
与
者
が

確
認
で

き
る

本
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尊
は
、

七
四

五

点
で

あ
る

。

こ

れ
ら
の

授
与
者
の

う
ち、

一

に
は
、

講
中

に
対
し
て

授
与
し
た

も
の

は

四
五
点

。

二

に

は
、

日
扇
の

門
弟
に

授
与
し

た

も
の

は
一

四

点。

三

に
は、

信
徒
に

授
与
し

た

も
の

は

六
八
六
点

、

と

三

種
類
に

分
類
で

き
る

。

さ
ら
に

三

の

信
徒
に

つ

い

て

は
、

細
か
く
分
類

し
て

み
る

と
、

以

下
の

A
か
ら
E
に

示
す
こ

と

が
で

き
る

。

　

ま

ず
A
は

、

男

性
の

信
徒
に

授

与
し

た
も
の

で

五

三

三

点
確
認
で

き

る
。

こ

の

う
ち
信
徒
が

所
属
し
て

い

る
講
中
の

名
称
も
含
め

て

記
載
さ
れ

て

い

る

も
の

は

二

六
八

点
で

あ
る

。

ま
た

授
与
者
の

氏
名
の

み
は

二

六
五

点
で

あ
り

、

講
中
名
・

氏
名
の

記
載
と
、

氏
名
の

み

の

記
載
の

数
は
お
よ

そ
同
じ
で

あ
る

。

　
つ

い

で

B
は

、

女
性
の

信

徒
に

対
し
て

授
与
し
た

も
の

で

あ
る

。

そ
の

数
は

九
二

点
で

あ
っ

て
、

男

性
信
徒
の

授
与
数
と

比
較
す
る

と
そ
の

数
が

少
な
い

こ

と
が

わ

か
る

。

こ

の

九
二

点
の

う
ち
、

所
属
す
る

講
中
名
と
氏

名
の

記
載
が

あ
る

も
の

は
三
五

点、

氏
名
の

み

は

五

七
点
確
認
で

き
る

。

　
つ

づ

い

て

C
の

分
類
は

、

一

点
の

本
尊
に

対
し
て

授
与
者
の

記
載
が
二

名
あ
る
も
の

が

六

点
み
ら
れ
る

。

こ

の

分
類
に

は
、

夫
婦
に

対
し
て

の

授

与
で

あ
っ

た

り、

あ
る

い

は

旦
扇

が
最
初
に

授
与
し
た
信
徒
の

名
前
に、

さ
ら
に

他
の

信
徒
の

名
前
を
追
記
し
て

授
与
し

て

い

る
も
の

、

あ
る
い

は

授
与
さ
れ
た
の

が

事
情
に

よ

り
、

そ
の

信
徒
の

名
前
を
修
正

し
て

再
び
授

与
し
て

い

る

も
の

等
が

あ
る

。

　
つ

ぎ
に
D
の

「

不
詳
」

は

計
一

五

点
が
知
ら

れ
る
。

こ

の

分
類
に

は、

授

与
者
の

記
載
が

名
字
の

み

で

性

別
の

判

断
が
出

来
な
い

本
尊
が
一

二

点、

あ
る
い

は

『

御
本

尊
集
』

に

写
真
の

収
録
は

な
く
記
録
の

み

で
、

授

与
者
の

存
在
は

知
ら
れ
る
も
の

の

名
前
が
明
ら

か
に

さ
れ
て

い

な
い

も
の

は
二

点、

あ
る

い

は

本

尊
が

破
損

等
し
て

い

て

授
与
者
の

判
読
が
困
難
な

も
の

は
一

点
で

あ
る

。

　

さ
て
、

最
後
の

E
の

分
類
は
、

授
与
者
名
が

抹
消
さ
れ
て

い

る
も
の

で

計
四
〇

点
確
認
で

き
る

。

す
な
わ

ち、

旦
扇

に

よ
っ

て

記
さ
れ
た
授
与

者

名
が
事
情
に
よ
り
墨
な
ど

で

塗
り
つ

ぶ

さ
れ
て

い

る

も
の

、

あ
る
い

は

名

前
の

記
載
部
分
が
切
り

取
ら
れ、

そ
の

箇
所
に

別
の

紙
を

貼
付
し
て

修

復

し
て

い

る
も
の

が

確
認
で

き
る

。

し
か
も、

そ
の
一

部
の

本

尊
に

は
修
復

し
た
箇
所
に
他

筆
で

授

与
者
名
が
明
記
さ
れ
て

い

る
。

　
こ

の

よ
う
に

み
て

く
る

と
、

旦
扇

の

曼
荼
羅
本
尊
に

み

る

授

与
者
は
、

大
別
三

種
類
に

分
類
で

き、

信
徒
の

分
類
に

お
い

て

は
五

種
類

、

さ
ら
に

小
別
五

種
類
に

分
類
さ
れ

る
こ

と
が
確
認
で

き
る

の

で

あ
る

。

　

な
お、

日
扇
に

よ
る

授
与
者
の

教
導
に
つ

い

て

は
、

今
後
の

課
題
と

し

た

い
。

藤
井
日
達
の
仏
教
ア

ジ
ア

主
義
と

　
マ

ハ

ト
マ

・

ガ
ン

デ
ィ

ー

の

近
代
文
明

批
判

　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

外
川

　
昌

彦

　

本
報
告
で

は、

戦
前
の

日
本
山
妙
法
寺
の

ア

ジ
ア

布
教
の

展
開
を

、

山

主
・

藤
井
日
達
（
一

八
八

五
−
一

九
八

五）

の

イ
ン

ド

認
識
の

形
成
を
通

し
て

検
証
し、

近
代
の

日
本
仏
教
で

も
ユ

ニ

ー

ク

な
イ
ン

ド

布
教
を
実

践

し
た
藤
井
の

ア

ジ

ア

認
識
を
跡
付
け
る
も
の

で

あ
る

。

特
に、

透
徹
し
た

近

代
文
明
批
判
で

知
ら
れ
る

ガ

ン

デ
ィ

ー

の

著

作、

『
ヒ

ン

ド
・

ス

ワ

ラ

ー

ジ
』

（
イ
ン

ド

独
立）

へ

の

藤
井
の

思
想
的
共
鳴
が、

ガ

ン

デ

ィ

ー

と

の

出
会
い

を
導
く
契
機
を

与
え
、

そ

れ

に

よ

っ

て

日

本
山
の

活
動

領
域

も、

大
陸
布
教
の

範
囲
を

超
え
た
英
領
イ
ン

ド
へ

と

展
開
し
て

ゆ
く
も
の

と

考
え
る

。

そ
の

た
め
、

藤
井
の

ガ

ン

デ
ィ

ー

思
想
と
の

出
会
い

を
、

本
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